
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は不信仰の家庭で生まれ育ちました。 1988年

11月、不信仰の男に出会い、結婚しました。結

婚後、胃炎ができました。とても激しい痛みが

ありました。夜中、眠れないぐらい胃が痛かっ

たです。ある日は床を這いずりながら痛みを我

慢しました。当時は病院でも治療方法がないと

言われました。キムチのように唐辛子が入って

いる食べ物は全然食べられませんでした。胃炎

による痛みは消化不良までになって、体重も減

ってしまいました。  1990年 9月のある日、玄

関を開けたまま、家事をやっていました。その

時、誰かが家に入って来ましたが、それは恵み

と真理教会の区域長でした。一緒に教会行きま

しょうと伝道されました。私は区域長に今胃炎

でとても苦労していると話したら、教会に通い

ながら治療の神様に一緒に祈りましょうと言い

ました。胃炎の痛みがとてもひどかったため、

その一言が私の耳に入ってきました。区域長と

一緒に恵みと真理教会の水曜礼拝に参加しまし

た。そして、私に一週間、午前中だけ断食しな

がら神様に祈ることを勧めてきました。私は祈

り方もわからず、教えてもらった通りに祈りま

した。  祈りを始めて何日が経っても症状は全

然良くなりませんでした。それでも、我慢しな

がら最後の 7日目まで祈り続けました。一週間

の祈りが終わったその日の夜、とても不思議な

ことがおきました。それは、痛みがきれいにな

くなったことでした。とても食べたかったビビ

ンパを食べても平気でした。とても驚き、感謝

しました。その後、区域長礼拝や平日の礼拝に

も参加しました。神様に祈ることがとても楽し

くて、区域長と一緒にすべての礼拝に参加する

ようになりました。 

1992年、長女と一緒に区域長礼拝を終えて帰っ

ていました。突然、娘が走って来た車とぶつか

る事故にあいました。娘の体は約 10mぐらい飛

ばされました。とても驚いた私は体を動かすこ

ともできないぐらいでした。娘のところに行っ

て意識を確認しました。幸いなことに娘は私を

見て話をしていました。運転者が車から降りて

きて、一緒に病院へ行きました。レントゲンを

撮って精密検査をしましたが、特に異常はあり

ませんでした。ただ、鼻の上に傷と頬骨に軽い

擦過傷だけでした。怖い光景を目撃した私は、

その結果が信じられませんでした。医者に私が

見た光景を説明しても信じられないようでした。

後に聞いた娘の話は、車にぶつかって飛ばされ

たが、下がとてもふわふわで、全然痛くなかっ

たと言っていました。それこそ神様が守って下

さったことたと確信するようになりました。当

時教会に通っていなかった旦那も娘の話を聞い

て神様が助けて下さったことだと、とても喜び

ました。そうやって旦那の心が開かれるように

なりました。 

教会に通う前の私は、いつも調子が悪くてつら

い顔をしていました。しかし、教会に通いなが

ら、病気が治され、さらに聖霊を経験した後か

らはいつも喜びが溢れる顔に変わりました。こ

れを旦那はいつもうらやましく思いました。 19

93年 1月、男の子が産まれました。そのときか

ら旦那は主日礼拝に参加し、今までも神様を仕

えています。 

息子が生まれて 20日ごろ経ったときです。毎晩

8時になると、とても激しく泣きました。母乳

をあげても泣き続きました。病院に連れて行っ

たら、嬰児産痛と診断されました。それは、産

母が子どもを産むときのように嬰児のお腹も痛

くなって、泣き続くことでした。私は再び一週

間の断食祈りをしました。しかし、断食祈りの

最後の日、私を治して下さった神様が息子も治

して下さいました。その日から息子はよく眠れ

ていました。 

1998年アンサン (韓国の地名 )へ引っ越ししまし

た。私は属されていた区域にとても熱心に伝道

している首席区域長が二人いましたが、ある日

一緒に伝道しようと誘われました。私を導いて

くれることがとても感謝だったので一緒に行く

ことにしました。首席区域長が伝道している姿

を見て、伝道する方法を習うことができました

ので、私も頑張って伝道しました。ある日、家

にいたら誰かが私の伝道を待っているかも知れ

ないと思われてたまりませんでした。私が福音

を伝えないと、火がガンガン燃えている地獄に

落ちてしまうと考えたら、その魂がとてもかわ

いそうで耐えられませんでした。それでもっと

頑張って伝道しました。 

神様の恵みの中でたくさんの人々を伝道するこ

とができました。それで 2000年から伝道賞を 20

回受賞しました。また区域聖徒が 60名になって

一週間に 15回以上区域礼拝を捧げています。礼

拝して、伝道して、区域聖徒の面倒を見て幸せ

な一週間がとても早いです。私を救って下さり、

このすべてのことを成し遂げて下さった神様に

感謝と栄光を捧げ、救いの神様に力を注いで奉

仕しながら生きていきます。 

 

 

 

 

“イエスは答えて言われた。「まことに、まこ

とに、あなたに告げます。人は、新しく生まれ

なければ、神の国を見ることはできません。」”

(ヨハネ 3： 3) 

 

 

私たちの考え、感情を状況に相応しく、また豊

かにさらに正しく表現するためにはこの二つの

要素が必要になります。まず、たくさんの言葉

をわかること、次に使っている単語の正確な意

味を理解することです。そうではないと、意思

を伝えることが難しくなり、歪曲する恐れがあ

ります。特に救いの福音を信じ、伝える聖徒た

ちは、信仰的な用語について十分理解し、悟る

すべきです。信仰的な用語の正確な理解と使い

方について、いくら強調してもしきれないほど

です。 

“新しく生まれる”の意味について考えてみま

す。教会外の社会で使う新しく生まれることの

意味と、聖書で言っている新しく生まれること

の意味、その違いを考えます。“政治が新しく

生まれるべきた。”とか、“企業が新しく生ま

れるべきた。”ということをよく耳にします。

ここでは発展的で、良い方向への改善、改革、

変わらなければという意味をもっています。し

かし、聖書ではその意味と全然違う意味と性格

をもっています。人間社会の制度と団体を相手

にすることではなく、終末論的で宇宙的なこと

を扱っているのです。 

 

これからおきる変わった世界、新しい世界を意

味していることだけではなく、現在、人々が経

験する霊的な変化を意味しているのです。ただ、

神様の恵みと能力によるものです。神様の御言

葉を信じて、イエスキリストを受け入れる者を

イエス様の血潮で清められ、聖霊によって新し

く生まれるようにして下さいます。 

新しく生まれた人がもらう身分と希望について

考えます。新しく生まれた人は新しく作られた

新しい被造物であります。神様がら新しい命を

もらって生まれ変わった者です。神様の子とも

という身分をもって生まれた者です。生きる望

みをもつ者です。新しく生まれた人々はもう天

国を所有した者になり、これから天国で永遠に

生きていくことを経験するようになります。 

新しく生まれることの一回性の事実について考

えます。新しく生まれることは一回的な事件で

あり、繰り返すことはできません。新しく生ま

れた人は神様を離れることはありません。頑張

って礼拝に参加したのにある日、教会から離れ

て世の中へ行ってしまったとか、偶像を仕えた

り、異端集団に入って教会を破壊する人は新し

く生まれたことのない者です。新しく生まれた

人は、再び偶像を仕えたり、この世に戻る可能

性が遮られた者です。どんな誘惑と迫害、苦し

みがあってもイエスキリストを裏切りません。

聖霊様はただ、新しく生まれるようにするだけ

ではなく、新しく生まれた者を最後まで助け守

り、そのずべてを打ち勝つ力を与えて下さるか

らです。 

“新しく生まれる”というのは、キリストを信

じて儀と認められた者が経験する霊的な変化と

して神様が与えて下さる新しい命、つまり永遠

の命を得、神様の子どもとして新しく生まれる

ことです。聖霊様がなさることです。その珍し

いことで行われていることなので、肉で見られ

る現状ではありません。みなさんは、新しく生

まれることに対する聖書的な正しい知識をもつ

ことだけではなく、みんな信実に新しく生まれ

た者として、天国にたくわえる相続への生きる

望みを持って生きていきますようお願い致しま

す。 

 

 

「チョヨンモク牧師先生の信仰コラム‘緑の

牧場、清い川’本の語り中」  

 

[証]  胃炎を治して下さり感謝します。 

[信仰コラム]      新しく生まれることは何ですか。 
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婚姻宴会はどの時代、どの民族の中でもおめで

たいことの中で一番祝うことです。イエス様当

時のユダヤ社会も同じです。イエス様の公的生

涯が始まった頃にあった事です。カリラヤ地域

にあるカナという村に婚姻宴会がありました。

イエス様と弟子たちが招ねかれて行きました。

ユダヤ人の結婚宴会の中に一番多く消費なる飲

料がぶどう酒でした。飲み物として質のよい水

が不足なパレステンではぶとう酒が日常的な飲

み物で使われて、宴会の雰囲気を楽しくし盛り

上げることにあって必ず必要でした。しかし、

婚姻宴会でぶとう酒が不足になって困難な地境

に処しました。ところが、不思議な事が起こり

ました。イエス様が水をぶとう酒に変える奇跡

を行って花婿と花嫁が当面した困境を解決して

くださったので宴会の雰囲気がもっと楽しく盛

り上がりました。カナの婚姻宴会であったこの

不思議で驚くべきな事件は私たちに神霊な恵み

と真理を啓示しています。  

先に調べて見ることは、イエス様が婚姻宴会で

行った奇跡の意味です。 

 

奇跡は人の力ではできなくて神様の能力で成し

遂げる事です。イエス様が行う奇跡はいつもそ

の中に神霊なメッセージがあります。カナの婚

姻宴会で行った奇跡もそうです。   

 

第一、イエス様を受け入れた人は水がぶ

とう酒に変化したように不思議な変化を

体験されると言うメッセージを聞かせて

くれます。 

イエス様を信じる人は存在の本質と深みから変

化された人です。そして生の内容面で無意味な

人生が真の価値とやりがいを持った人生に変化

されます。ぶとう酒を飲めば楽しさが生ずるよ

うに神霊な喜びを持った人生に変化されます。 

 

第二、イエス様を受け入れた人は問題を

会えて困境に処する時、主様が転禍為復

してくださるというメッセージを聞かせ

てくれます。 

神様は私たちが当面した困難を決して目をそば

めません。一番適切な時期と適切な方法で助け

を施します。 

 

第三、イエス様は神様の息子でメシアで

あるというメッセージを聞かせてくれま

す。 

本文に寄ると『イエスは、この最初のしるしを

ガリラヤのカナで行って、その栄光を現された。

それで、弟子たちはイエスを信じた。』（ヨハ

ネ２：１１）しました。 

神様が行うすべての奇跡の最終目的はイエス様

が救い主になるという事実を人々に知らせるた

めでした。 

 

 

 

 

 

 

 

皆さんは神様が下さる祈のお答えと様々な神霊

な恵みと奇跡を通じてイエス様がキリストなの

を信じる信仰がもっと頑なになるのを願います。 

 

次に調べて見ることは、イエス様が婚姻宴会で

奇跡を行う過程に登場する人々の模範的な行動

です。   

 

第一、花婿と花嫁はイエス様を仕える者

が福を受けるのを見せる模範になりまし

た。 

イエス様は花婿と花嫁の要請に喜んで応じまし

た。誰でもイエス様の仕えを願えばイエス様は

直ちに尋ね来て下さいます。  『見よ、私は戸

の外に立って、たたいている。だれでも私の声

を聞いて戸を開けるなら、わたしはそのなかに

はいって彼と食を共にし、彼もまたわたしと食

を共にするのであろう。』（墨示録３：２０）

しました。花婿と花嫁が困難と不足を解決出来

たのはイエス様を仕えたからです。主様を仕え

た人は決して恥を与えません。多分主様が婚姻

宴会で飲んだぶとう酒は何杯に過ぎなかったは

ずでしょう。ところで主様は六つの石かめに入

り口まで満ちる奇蹟のぶとう酒を満たして下さ

いました。イエス様を仕えた人は <私はイエス

様を仕えた後受けた福が甚だしく多くて皆、数

え切れないです >と言うのが当然です。罪許さ

れて義人になり、神の子になる聖徒になりまし

たからです。天国市民になったし復活の光栄に

参与出来る者になりましたからです。   

 

第二、マリアはすべての事をイエス様に

信仰で祈れば答えて下さるのを見せる模

範になりました。 

神様に助けを求めるのは神様の前で自分を低く

する謙遜な態度で神様を信頼する態度です。私

たちはすべての問題を神様に捧げて助けを求め

ることができます。『どんなことでも、思い煩

うのはやめなさい。何事につけ、感謝を込めて

祈りと願いをささげ、求めているものを神に打

ち明けなさい。そうすれば、あらゆる人知を超

える神の平和が、あなたがたの心と考えとをキ

リスト․イエスによって守るでしょう。』（フ

ィリピ４：６～７）しました。 

神様は私たちの祈りを叶えて下さるのを喜んで

いらっしゃいます。答えて下さるから光栄をお

受けになります。イエス様がお話で『わたしの

名によって願うことは、何でもかなえてあげよ

う。こうして、父は子によって栄光をお受けに

なる。』（ヨハネ１４；１３）しました。婚姻

宴家のぶとう酒が足りなくなったのはよほど困

った問題ではなかったのです。このような立場

を分かったマリアは直ちにこの問題をイエス様

に持ち出して助けを要請しました。奇跡的な問

題解決を得るようになった始発点がここにあり

ます。すべての問題を主様へ持ち出して進むの

が問題解決の鍵です。マリアはイエス様が誰で

あるかを分かっていました。だからイエス様に

現在の難しい都合を知らせれば必ず最上の解決

をしてくれると信じました。マリアがイエスに、

「ぶどう酒がなくなりました」と言いました。

イエスは言われました。「婦人よ、わたしとど

んなかかわりがあるのですか。わたしの時はま

だ来ていません。と答えました。このお話はま

だイエスがメシアで現わす時ではないことをお

っしゃったのでもありますが、問題解決のため

に今すぐ行動に移す瞬間ではないというお話で

もあります。イエス様は神様が定めた時を正確

に合わせて働きました。マリアはイエスが一番

適切な時に適切な方法で答えてくださるのを確

信しました。 

 

 

 

 

 

そして、お答を受ける万般の準備をしました。

マリアは祈る者に信仰と忍耐のお手本を見せて

くれました。 

 

第三、召使たちはイエス様のお話に順従

する者の模範になりました。  

イエス様があなた達に何か言いつけたらそのと

おりにしてくださいと、念を押した召使たちは

何も知らず心からの準備をしていました。いく

ら経って  イエス様が彼らに  <そこにある石カ

メに水をいっぱい入れなさい > と言われると、

召使たちはかめの縁まで水をいっぱい満たしま

した。イエスが彼らに  <これからくんで宴会の

ところへ持って行きなさい > と言われました。

彼らが運んで行きました。石かめは浄潔意識を

行うために水を盛っておく器です。お客さんた

ちがもう浄潔意識を行ったから今はかめにこれ

以上水を満たす必要がなかったです。しかし、

召使たちは理由を問わずイエス様の要請どおり

に六つの石かめに水を一杯に入れました。そし

てその水をくんで宴会場に持って行きました。

すると驚きべきなことが起こりました。宴会長

に持って行って渡す瞬間ぶとう酒に変わりまし

た。 

信じられないとか意志が薄弱ならば主様の助け

を求めなければなりません。  神様のお話を人

間の知識と経験で判断して取捨選択するとか、

修正補完しようとする行為は驕慢であるのみな

らず神様に対する一種の犯罪行為です。信じら

れなければいっそ  <私の信仰の弱いのを助けて

下さい > と祈らなければなりません。召し使た

ちが六つの石かめに水を満たす姿を思いながら

私たちの心にある六つのかめを連想して見るこ

とは有益な事です。信仰で満たさなければなら

ないかめがあります。希望で満たさなければな

らないかめがあります。愛で満たさなければな

らないかめがあります。感謝で満たさなければ

ならないかめがあります。献身で満たさなけれ

ばならないかめがあります。  従順で満たさな

ければならないかめがあります。皆さんの中に

あるかめがいっぱいになるまで皆さんは持続的

に信じて、願って、愛して、感謝して、献身し

て、順従してください。   

 

第四、宴会長は自分が味わった実状を

人々に明らかで效果的に知らせる行動で

模範になりました。 

宴会長はぶどう酒に変わった水の味見をしまし

た。本当に美味しい味でした。宴会長はその事

実を人々に皆分かるように知らせました。宴会

長は花婿を呼んで誉めました。すると宴会場の

雰囲気がもっと盛り上がりました。世の中が与

えるのはますます質が落ちます。世の中の富裕

栄華をすべて享受したソロモン王が記録して

『  伝道者は言う空の空、空の空、いっさいは

空である。日の下で人が労するすべての労苦は、

その身になんの益があるか。世は去り，世はき

たるしかし地は永遠に変わらない。』（伝道書

１：２ -４）  世の中が与えるのは古くなって衰

えて汚れ壊してしまいます。いくらたつと退屈

になってしまいます。しかし、イエス様は私た

ちにいつも新たで永遠に変わらないのをくださ

いました。蘇られた新しい命がそうです。神様

の子になる身分がそうです。私たちが永遠に住

む天国がそうです。復活した身がそうです。皆

さんも宴会場のように皆さんが経験した神様の

不思議な恵みを人々に広く宣伝してください。 

 

今日はカナの婚姻宴であった事件を通じて多様

なメッセージと模範を聞こえて上げました。こ

のすべての事が皆さんの体験になって証しにな

るのを祝福致します。 

恵みと真理教会 チョヨンモク 牧師 

 

婚姻宴会で起きた事 

聖書：ヨハネ２章１節～１１節 


